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新年おめでとうございます。昨年''１は内外と

もに多事多難で、今後の日本はどうなることか

と思うような事件が頻発しましたが、このよう

な時こそ我々工学に従事するものが、元気と知

恵を出して努力すべきであろうと存じます。

さて工学アカデミーとしましては、一昨年以

来アカデミー法人化の手続を進めて参りました

が、いろいろ好余曲折を経て、多分このニュー

スが皆様のお目に触れる頃には、当局の認可が

得られ、正式に社団法人日本工学アカデミーが

発足していることと存じます。二年間以上に亘

って法人化の為に努力された方々、特に桜井専

務珊鄭をはじめ事務局の方々のお骨折りに感謝

するとともに、今後予想される怯人としての事

務の蛸大に対して予め御協力をお願いする次第

です。

御蔭様で本アカデミーも皆様の御努力、御協

力によりまして、或程度の成果を挙げることが

出来、国内的には法人化により法的な基盤が得

られ、また国際的にはCAETSの組織を通じて

世界各国の工学アカデミーと密接な協力が出

来、国際的に日本工学アカデミーの存在が十分

認められるようになりました。今後更に顎業の

鯵年頭にあたつ℃会長岡村総吾／SOGOOKﾝwURハ
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充実発展に努力したいと考えております。

昨年５月にはスコットランドのエディンバラ

で第121可のCAETSの総会が開催され、日本か

らは渡辺千側教授が基洲講減を行って、出席者

から大きい関心を受けました。また、同時に行

われた管珊Ｉ節会においては、各国アカデミー

の活動状況の報告を行うと共に、今後各国アカ

デミーが協力して工学教育について審議をする

ことになりました。また'１月には中国および韓

国の工学アカデミーの会長等を御招待し大阪に

おいて会合を開き、今後毎年近隣諸国の工学ア

カデミーの代表者の会合を開催して、お互いに

情報を交換しその活動の活性化を計ることを約

束致しました。

国内活動については、各委員会、専門部会が

夫々熱心に活動していくつかの提言や報告を発

表し、また講泣会や談話サロンを東京のみなら

ず地方でも柄発に開催するよう努力しました。

今後地方の会員の御意見を伺いながら、各地Ⅸ

の活動を更に活発化したいと考えております。

今年もＨ本工学アカデミーの健全な発展の為

に、会員各位のより一層の御協力、御鞭捷をお

願い申し上げます。



１９９フ年秋の会員の叙勲

章の大

平成９年秋の

叙勲で、大庭浩

会員は勲一等瑞

宝章を受章され

た。同氏の長年

にわたるわが国

産業界への功績

が高く評価され、

受章の栄を受け

られたもので、

心からお祝いを

申し上げたい。

同氏は大正１４

年、静岡県のお

生まれで、昭和

23年大阪大学工学部溶接工学科を卒業、同年川

崎重工業株式会社に入社された。

入社後、造船、鉄構等多くの事業部門を経験

し、事業部門の再建に大いに力を発揮された。

こうした経営手腕を嘱望されて、昭和62年、同

社の第'0代社長に就任され、平成８年に会長兼

社長、平成９年６月からは会長専任となり今日

に至っている。この間、昭和36年には、「溶接

残留応力が鋼構造物の脆性破壊に及ぼす影響に

関する研究」で、東京大学から工学倉博士号を受

けている。

同氏が社長に就任した昭和62年は、急激な円

高と深刻な造船不況という経営環境の真只中

で、同社が戦後最大の経営危機に遭遇した時期

にあたり、文字通りどん底からの船出であった。

その中にあって、同氏は最初の3年間を「リス

トラ」期間として、「経営の品質保証の徹底」

｢インター事業部・インターグループ活動の強

化」「科学的意志決定の徹底」の3つの経営行動

指針を掲げて経営改善策を断行し、黒字転換と

復配を達成した。次の3年間は、バブル経済と
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その後の蛾気低迷期であったが、脚氏は、「モ

ノ造りこそ経済・社会発展の原動力」との信念

の下､モノ造りに専念して不良資産・債権問題

も発生させず、安定経営を実現するとともに、

高品質の製舶を提供するという製造業本来の使

命を強く打ち出し、いわゆる基礎産業企業とし

て同社の評価を高めたことは特筆に値しよう。

同氏のこうした経営理念は、平成８年、英国

機械学会で行われた同氏の講演でも披露され、

出席されたサッチャー元首相等からも高い評価

を受けている。

その後、日本経済の長期低迷、阪神・淡路大

震災の発生、一時80円／ドルを突破した超円高、

さらには金融機関の相次ぐ破綻など、予期しな

い事態が次々と起こったが、同氏の卓越したリ

ーダーシップのもと、同社はこうした難局を克

服し、lOO年の歴史を持ちながらもグローバル

スタンダードに対応した企業として、平成８年

度には、過去妓高の業績を達成して、創立１００

周年を祝うことができた。

この間、同氏は、通産省高圧ガス及び火薬類

保安審議会会長の公職をはじめ、日本航空宇宙

工業会会長、関西経済連合会副会長など各経済

団体の役職を歴任したが、中でも、科学技術庁

海洋開発群議会委員、経済団体連合会海洋開発

推進委員長、海洋科学技術センター会長、日本

造船学会会長を歴任するなど、日本の経済人の

巾では海洋科学・海洋開発の第一人者として、

平成９年９１jには、カナダで開催された海洋サ

ミットで日本を代表して海洋科学の現状につい

て講演するなど、世界的にも活偲されている。

このほかにも、ｌoo近い民lHjlIll体の要職にあ

って、モノ造りを第一義とする立場からわが国

産業界の健全な発鵬に大きく寄与され、国際的

にもCo-existenccを説いて、平成８年には名誉

大英勲章(KBE)を授与されたほか、ロイヤルア
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に就任し、震災後３年１１を迎える阪神、神戸の

被災地域の経済、産業振興にも注力している。

このように、同氏は内外にわたって幅広い分

野でご活躍されており、そのご業績も枚挙にい

とまはないが、今後もその見識によって広くご

活躍されることを祈念して、このたびのご祝辞

にさせていただく。

*須清修造様(川崎重工業㈱取締役副社長)は会員ではありませんが、大庭会員の御業績を語って頂

くのに最もふさわしい方として、特に寄稿をお願い致しました。

に取り組まれ、本分野の我が'玉|における先駆者

として活躍された。即ち、我が国初のリレー式

自動計算作表機を完成されたのち、昭和36年の

トランジスタ式大型汎用電子計算機FACOM222

の開発を経て、昭和４０年代に入ってからは

IC/LSIによる超大型から中型に至るまでの汎用

コンピュータを実現された。特に全面的にLSl

化したコンピュータを実現したことによって、

システムの高信頼化・商速化と経済化を達成

し、社会・経済および科学技術の発展に大きく

貢献された。

氏はこれらの開発を一世して国産・自主技術

で遂行することをめざされ、ハードウェア、ソ

フトウェア、特に我が国初の汎用オペレーティ

ングシステムの開発、初期のオンラインシステ

ムの開発、さらにはLSIや高密度多層プリント

板、あるいは大規模|､路設計技術、製造技術の

開発などを陣頭に立って推進された。

社長に就任され、コンピュータ分野のみでな

く、通信システムさらには電子デバイスをも含

めた同社事業全般について経営を推進する立場

になっても、技術開発を雌重要事項として画期

的製品を次々 に''1身に送り出された。

また、海外展開面では多くの営業拠点および

工場を設立、さらに、米国のアムダール社は昭

和47年（1972年)に資本参加以来、また英国最

大のコンピュータ会社であるＩＣＬは昭和56年

(1981年)以来、戦略的提携のもとにそれぞれの

山本卓 三令邑の鼎 こつい て

持'１１桁宏／yUKoUAocHIDA

カデミー・オブ・エンジニアリング(英国王立

工学アカデミー）の外国会員として、英|玉|をは

じめとする諸外国との産業交流に尽力されてい

る。

また、兵庫県、神戸市の中核企業として、阪

神・淡路大震災後の産業復興のため、平成９年

３月設立した「新産業創造研究機構」の理事長

製造株式会社（現富士通株式会社)に入社され

た。以来、電子．情報・通信分野の、Ｆ１本およ

び世界の発展のために貢献してこられ、特にコ

ンピュータ分野では、日本の技術を世界レベル

に引き上げるのに大きな役割を果たされた。昭

和50年には、同社取締役、同51年に常務取締役、

同54年に専務取締役、そして同56年代表取締役

社便に就任され、その後平成２年には111社代表

取締役会長に就任され、平成９年に瀦誉会便と

なられ現在に至っておられる。

この間、初期には通信分野でＨ型交換機やク

ロスバ交換機の開発に従事された後、昭和27年

から池、敏雄氏等と協力して電子計算機の開発

このたび秋の

叙勲で、’'1本卓

反会員は勲一等

瑞宝章受章の栄

に浴された。心

からお祝いを申

し上げたい。

同氏は、陸軍

航空士,白.学校を

経て征官、復員

後、昭和24年に

東京大学第二工

学部地気丁:学科

を卒業され、ｉＩＩｉ：

ちに富士通信機

【
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会社を現在に至るまで育ててこられるなど、コ

ンピュータおよび通信システムを通じて各国経

済社会の発展に尽力してこられた。

氏はこれまで国土審議会会長代理や大学審議

会委員など、多くの政府委員を務めてこられる

とともに、経済界・産業界においても、数多く

の業界団体の役員を歴任され、有力な指導者と

して業界の発展に寄与してこられた。即ち、通

信機械工業会会長、日本電子工業振興協会会長、

経済団体連合会評議員会副議長、超高性能コン

ピュータ開発技術研究組合理郡長等の要職に就

かれ、我が国の産業界の発展に多大な寄与をさ

れた。

これらの氏の業績に対して、科学技術功労者

表彰・科学技術庁長官賞(昭和45年)、情報化推

進貢献通商産業大臣表彰(平成元年)、情報通信

普及発展貢献郵政大臣表彰(平成５年)、藍綬褒

章（昭和59年)等が授与されている。また平成

９年５月には日英の通商関係に対する多大なご

功績により、英国から名誉大英勲章(KBE)を

受けられた。

山本会員はいつもの背筋を伸ばした姿勢のと

おり、一貫して筋道を通したリーダーシップで

我が国を導いてこられた。今後も山本会員の一

層のご活躍とご健勝を祈念申し上げたい。

鯵 井深さんと日本工学アカデミー前史

本アカデミー会員井深

大さんが亡くなられた。

井深さんの功絞は、ＥＡＪ

ニュースNo.1３（1990.3）

の文化功労者顕彰並びに

No.2９（1992.12）の文化

勲章受章記事に記されて

いるが、アメリカが1-1本

の技術を戦後簸も早く評

価したのが、ソニーの井

深さんのことであった。アメリカの工学アカデ

ミーNAEは、外国会員(ForeignAssociates)制度

を始めた1976(昭和51)年、日本からの第一号

会員に井深さんを選んだ。それに先立つ1972

(昭和47)年には、アメリカ電気電子学会IEEE

がファウンダース賞に、アメリカ国外在住の人

からは初めて井深さんを選んだ。

私は、それまで井深さんとそれ程懇意にして

頂いてはいなかったが、或る11、井深さんに呼

ばれて、日本に工学アカデミーを創らないかと、

アメリカの工学アカデミーに頼まれたので、引

受けてくれないかと言われたｏｌ９７７(昭和52）

年のことだったと思う。どうして私に指名があ

ったのかわからないが、理山はともかく、日本

における工学及び工学者の社会的地位向上のた

めと思いお引き受けした。たしか、NAEのHH

Millel･氏が井深さんに依頼されてきたと記憶し
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ている。

本アカデミー草創期のことは、日本工学アカ

デミーニュースNo.１（創刊号)1987.8.1に記さ

れているが、井深さんのことの記載はない。草

創期以前の前史のことかもしれないが、何所か

に記録しておきたいと思い、筆を執った。

その後、私は、各界を代表する方々に、非公

式に集まって頂き、世論を喚起する方策を練り、

日本学術会議の第五部長川上正光先生、また、

1977(昭和52)年NAEの外国会員になられた江

崎玲於奈博士が1978年に来日され、会をリード

され、１９７９(昭和54)年には、NAE総会をワシ

ントンまで見学に行った。

井深さんは、日本工学アカデミーの設立以来

の会員ではあるが、“日本人の創造性”を育て

ることが、国際化の基本であることを主張しつ

づけられた。

一言、想い出を記して、ご冥福を祈る。

[参考書籍］

(1)井深大：わが青春譜・創造の旅、

佼成出版社、昭和60年９月１５日

(2)中川靖造：創造の人生・井深大、

ダイヤモンド社、1988年10月20Ⅱ

（３）日本経済新聞社編：

私の履歴書一昭和の経営者群像

第７巻井深大(181～226pp.）
日本経済新聞社、1992年10月2011
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東北・北海道地区では、本年度の地区活動と

して、平成９年11月１１日（火）に、東北大学医

学部の同窓会館である艮陵会館(どんりょうか

いかん)で講演会を開催した。

参加者は工学アカデミー理事の阿部博之東北

大学総長はじめ会員５名、同伴者並びに学生３６

名、及び話題提供講師２名の計43稲であった。

司会は星宮望会員が行い、阿部総長の挨拶に

引き続き、今何は、九州工業大学の山川烈(た

けし)教授と、東北大学工学研究科のProfPark

Chulのお二人のお話をうかがった。

111川烈教授は、東北大学工学研究科電子工学

専攻修了後、数年間、東北大学工学部電子工学

科の助手をした経験をお持ちで、その後、熊本

大学助教授を経て九州工業大学の教授になられ

た方で、平成９年３月まで情報工学部長をなさ

っておられる。東北大学にベンチャービジネス

ラボラトリが設糧されたことにも関連して、世

界で最初にファジイチップを開発した山川教授

に「アナログからファジィ・ニューロ・カオス

へ」と題してお話していただいた。暖味さを許

容する新しい信号処理のファジィについてわか

りやすく話された後、実際にワインを注ぐとき

のワイングラスを保持する制御をファジイチッ

プを用いて実時間で行う様子をビデオを用いて

示されたことなど大変印象的であった。さらに、

ファジィからニューロ、そしてカオスまで広げ

たソフトコンピューティングの世界への招待の

お話も大変興味深いものであった。

ProfParkChulは、韓|玉I出身で、米国で永年

の研究生活を送られた方で、ＮＡＳＡでのお仕事

を経て、現在、東北大学工学研究科航空宇宙工

学専攻に所属しておられる。東北大学に滞在し

ている３年ほどの間に独創性を育む教育につい

ての議論がされているが、大事な点が抜けてい

るように思われると指摘しておられる。今回は、

新しい提案を込めて「独創性向けの工学教育」

と題してお話してい

ただいた。工業技術

の世界で日本は、米

国に大きく水をあけ

られてしまっている。

技術の世界は個人の

独創性によって築か

れる。Ｈ本の現在の

教育は独創的人間を

つぶす方向に向かっ

ている。米国では、

懇談の時を持

つことが出来

て有益であっ

た。四ツ柳教

授の結びの挨

拶で会を閉じ

た。

山川烈氏

1957年のソ連の人工衛星「スプートニック」の

大ショックに覚雌して英才教育を採択したこと

によって､今日の世界一の技術立国を実現した。

中学・高校から大学進学までの競争の詳細と、

大学に入ってからの競争、そして卒業後につい

ても詳しくお話いただいた。政府機関では卒業

時の成績により採用時の等級が違い、１階級を

上がるのに約５年かかるので、博士と学士とで

は最大40年の差が生ずる…など、大変示唆に富

み、かつ興味深いお話をしていただいた。

お二人のご講演に対して種々質疑・討論を行

った後、結びとして、会員の四ツ柳隆夫教授

(東北大学工学研究科長)が謝辞を述べられた。

さらに別室での懇親会に移行した。井川泰孝教

授が司会を担当し、工学アカデミー副会長の西

洋潤一先生と同じく副会長の堀幸夫先生のおこ

方にご挨拶をいただいた後、理事の阿部総長の

乾杯のご発声で懇親会をスタートさせた。お二

人のご講演の内容をI.'』心に、なごやかで活発な

《
腿

ＰｒｏｆＰａ｢ｋＣｈｕ

、
〆
９
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日時：1997年１１月１８日

場所：名鉄ニューグランドホテル

講師：堀内和夫氏(早稲田大学理工学部教授，

日本学術会議会員,日本工

学アカデミー理事）

中部地区の秋期講演会は、堀内和夫早稲Ⅱ:I大

学教授をお招きして「システムのフェイルセー

フ設計」の在り方についてお話を伺った。

これからいろいろなシステムが巨大化、複雑

化してくる。その中で故障に対する安全性、信

頼性の確保と故障に伴う災害防止は、ますます

重要な課題となってくる。このような状況の巾

で、システムのフェイルセーフの在り方をもう

一度基本から考えてみる必要があり、今凹の識

演は、機を得たものであった。

まず妓初に、この研究に入った動機の説明が

あった。それは、1985年の日航機の不幸な膝落

事故であった。この事故は、後部圧力隔壁のつ

なぎ||のビスに僅かな不備があったことに端を

発している。それが、隔壁の亀裂に波及し、続

いて隔壁の破壊、油圧パイプの破壊、尾翼の破

壊へとどんどん悪い方向へ進んでいって、つい

に制御機能を完全に失って墜落に至った。

この事故について、ある評論家は「折角作っ

てあったフェイルセーフが壊れた」と言ってい

たが、これは違う。システムのある箇所がフェ

イルしたときに、システムが安全な方向に働か

なければ、フェイルセーフとは言えない。本当

にフェイルセーフであれば、ビスが壊れたら、

新しいものに取り替えるとか、隔壁が壊れたら

脇に衝繋波の圧力を逃がして、それ以降の破壊

の進展を防ぐような設計でなければならない。

信頼性確保のために油圧系統は二重化されてい

たが、同時に破壊される場所に設置されていた

のは問題である。

このような状況をみると、この航空機の設計

は、もともと、フェイルセーフ思想とは全くか

け離れたところにあったと言わざるを得ない。

不幸な事故というのは、性々にして、破壊が

幾重にも偶発的に重なって起きるが、このよう

なときにも、決して雪崩現象にならないように、

EA,INEWSNo､６０１ﾘﾘ8．２６
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１２月１１日（木）、九

州・’''1玉|地区の講演会

が「福岡ソフトリサー

チパークセンタービ

ル」において開催され

た。今回の講演会は

|情報技術の展開」を

首.題として、日本工学

西深潤一副会長アカデミーの副会長であ
り現在(財)半導体研究振興会半導体研究所所長

の西津潤一先生と、(財)九州システム情報技術

研究所所長の長田正先生を招いて行われた。

出席者は九州・中国地区の会員10名、講師の

西淫先生、長lH先生および桜井専務理事、それ

に会員の同伴者20名とソフトリサーチパーク関

係の一般参加者も加えて76名であった。

西津先生の演題は「科学技術の発展と産学官

の役割」であったが、我々人類が次世代にｉＩｌＩ川

するエネルギー、炭酸ガスの問題から始まり、

情報化社会の中で如何に先見性を持って乗り切

るかを中心に、科学技術発展のための教育論等

幅広い豊富な話題を展開され、さらに、地域の

特徴を世界に向かってアシビールする必要性を

述べられ、大変興味深い誹波であった。

長田先生の淡題は「システム情報技術と地域

における研究開発」であり、ソフトリサーチパ

ークおよび(財)九州システム情報技術研究セン

ターの紹介も含めて、地域での産学官協調をよ

り実質的にすることの重要性を述べられた。

現在は工業化社会からポストエ業化社会（情

報化社会)への転換期にあり、日本がこの社会

でどのような地位を占めることができるかは、

今後の二十年あるいは三十年間の国民生活を左

右しかねない重要問題であること、そのために

は、価仙側の多様化、規制緩和により、組織承

視の縦狐社会を個人中心の枇型社会に近づける

必要があること、技術開発、研究開発も地域分

散型にすることが望ましく、そのことが、社会

のメンタリテイを良い方向に変えることにも繋

がることを述べられた。

両先生の講演に対して活発な質疑討論が行わ

れた。最後に、桜井専務理事から一般参加者も

多いので日本工学アカデミー創設の歴史的背

景、役割および現状が紹介された。

講減会終了後、セン

タービルの近くにある

ハイアットホテルのレ

ストランで、両先生を

囲んで、主として会員

と会員同伴者を含めた

27名が出席して、懇親

会が開催され、相互の

親睦を深めた。
長田正会員

鱒 講演会一第９３回談話サロン「米国工学教育の新しい流れ」

日時：1997年11月17日（月）

場所：弘済会館

講師：ジェームズ．Ｒ・アイファート教授

（ProfJamesR,Eifbrl金沢工業大学客

員副学長、米国ローズ・ハルマンエ科

大学副学長）

通訳/注釈

：札野順教授(金沢工業大学教授）

ヨー西国唾正。『５回

堀幸夫／yUK/ｏ 〃ＯＲノ

アイファート教授は、米国工学教育協会

(ASEE)の報告書“EnginecringEducationfora

ChangingWorld''（1994)のタスクフオースのメ
ンバーとして、また後に述べる工学教育改革の

ための大学連合TheFoundationCoalitionの委員

長等としての経験を背餓に、米国における」:学

教育の新しい流れについて広い角度から講淡さ

れた。なお同教授が副学長を務めるローズ・ハ

EAJNEwsN０．６０１”8．２７
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た大学連合TheFoundationCoalition（ローズ・

ハルマンエ科大学、テキサスＡ＆Ｍ大学等７つ

の大学の連合）では、これまで数学物理学等

別々に教えられた科１．１を有機的な１科目に統合

する試み(理数工統合教育)、チーム・プロジェ

クト等による対人関係の教育、コンピュータ等

新技術の教育への職種的導入、査定と評価、の

４点が基本テーマとして研究されており、査定

と評価の問題は全米レベルの大きな議論を巻き

起こしているとのことであった。

最後に、上記大学連合の研究成果を理想的に

実現する実験的場として計画されているオーリ

ンエ科大学の紹介があった。これは、これまで

教育に対して多額の寄付を行ってきたオーリン

財団(F､Ｗ､Ｏｌｉｎ財剛)が2001年開設を目指して

準備中の学生数約600の大学で、アイフアート

教授はその職問である。この大学の基本経営信

条には、学部迩祝、全寮制、高選抜率、極端に

低い学生負担、産業との接近、学生と大学の生

涯に亘る関係維持、他大学等とのコスト・シェ

アリングなどが含まれる。オーリンエ科大学は

ボストン近郊の経営系の大学、ポブソン・カレ

ッジに隣接して建設されるが、両者の協力によ

り、新たな教育モデルが作られ、テクノロジー

とビジネスのギャップを埋められることが、エ

ンジニアにとっても経営者にとっても有益で必

要なこととして期待されているという。オーリ

ンエ科大学では上に述べたABETの新しい基準

に加えて、市場を理解すること、自分のカルチ

ャー以外のカルチャーを経験すること、システ

ムの本質を理解すること等を重視するとのこと

であった。

へ
‐

級･園旬ｈ

工学教育

は、常に変化

する課題に対・

応し、常に改

革されて行か

ねばならない

ことが痛感さ

ルマンエ科大学は、学部に重点を置く大学とし

ては米国有数の工科系大学である。札野教授に

は、講演ならびに討論に際し、適宜、通訳およ

び注釈をしていただき、理解を助けていただい

た。

ところで、この日の競後の質疑のところでも

話題になり、偶然本アカデミーの他の諦減会で

も聞いたことであるが、米|玉|における近年の教

育改革が1957年のスプートニクを契機に始まっ

たという話は筆者にとって印象的であった。ス

プートニクはもう40年も前のことで記憶から薄

れつつあると思っていたが、日本の高度成長と

バブルの時期に米国では教育の而で真剣な取り

組みが行われていたことになる。

本題に戻って、この日の講演では、まず工学

教育の改革が叫ばれるようになった背餓につい

て述べられ、ついで現在米国で起こりつつある

工学教育改革の動きについて詳細な紹介があっ

た。主なテーマはつぎのとおりである。

その第一は工学・技術系大学の認定機関

ABETが発表した新しい認定基準Criteria2000

についてである。新しい認定基準では以前と違

ってインプットよりはアウトプットが重視され

る。すなわち、表面上の教育条件等よりは、学

生が実際に何を身につけたかが問題とされる。

教授がいかに教えるかよりは、学生自身がいか

に学ぶかが重視される。実際に学生は、必要な

種々のツールを駆使し､工学上の問題を解決し、

そしてその結果を第三者に伝える能力を身につ

けたことを示すことが要求されるのである。ま

た専門家としての技術者は社会に対して大きな

倫理上の責任を負っていることを理解し、また

将来にわたって自己研鐙を続けて行くべきこと

を要求されるのである。

つぎは、工学教育の改革について共同で研究

する大学の連合(Coalition)の活動についてであ

る。全米科学財団(NSF)の支援により、現在そ

のような大学連合が８つ作られている。各大学

連合は総経費の半額（５年間で約1500万ドル）

をNSFから支援され、それぞれ異なった見地か

ら研究を行っている。一例として取り上げられ

韮

瀞〃

』

ProfEife｢ｔ（向かって右）と札野氏
れる。
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Ostlund会長特別講演会一
■■＝画

桜井宏／ﾉﾘﾉRＯ

画 画 画 面ｑ

ＳＨノ‘9Ａﾉ《rIﾉﾉＭノ

1996年６月に韓国の工学アカデミー(工学翰

林院)が発足し、昨1997年５月には中国の工学

アカデミー（中国工程院)のCAETS(Ｃｏｕｎｃｉｌｏｆ

ＡｃａｄｅｍｉｅｓｏｆＥｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇａｎｄＴｅｃｈｎｏｌｏｇｉｃａｌ

Ｓｃｉｅｎｃｅｓ)への加入も認められたので、アジア地

区で国を代表する工学アカデミー間でその交流

を図るような行事を主催してはどうかとの提案

が国際委員会から出され､理事会の承認を得て、

昨'997年11月12,13の両日大阪で、日・中・韓

３国工学アカデミーのRoundTableDiscussionが

行われた。

最初の会合のタイトルとしては、民間卜11体と

しての工学アカデミーはどんな役割を果たすべ

きかというテーマが、この３国のアカデミーが

直面する共通の問題であろうということから、

"OntheRolesofNon-Govel･nmcntalEngineering

Academies”が取り上げられ、中・韓両陸|の工

学アカデミーの意向を尋ねたところ、有益なテ

ーマであり、アジアをリードすべき３国の工学

アカデミーが親しく話し合える場をもつことは

極めて望ましいとのことで、早速開催の運びと

なった。

RoundTableDiscussionに先だち、討論のテー

マに役立つような講演があった方がよかろうと

のことで検討した結果、民間|寸1体としで11t界で

最も歴史の11｢いスウェーデン王立理工学アカデ

ミー(IVA)のKurtOstlund会長にこの交流会と

同じテーマで11月12日に講減をして頂いた。全

体の行事を東京以外でも開催すべきであるとの

理事会の意向もあり、この講演会は全会員に御

案内し、特に多数の関西地区の会員各位の参加

を期待し、大阪で開催することになった。

韓国からは、韓国工学アカデミーのLee,Ｋｉ‐

Jun(李基俊)会長に加えて、Ｋｉｍ,Young-Wook

(金永旭)教授、Ｙｕ,Chul-Soo(劉哲秀)教授、

Lee,Jang-Gyu(李章摸)教授の４名が、Ｉ+１国から

は、中国]:学アカデミーのZhuGaofeng(朱高峰）

副会長とShenLian(沈廉)教授の両氏が参加さ

れ、また、偶然来日中のIVAのEnricoDeiaco那

務局長も講演の時ゲストとしてお招きした。

日本工学アカデミー側からは、岡村会長がデ

ィスカッションのコーディネーターとなり、他

に中原副会長(国際委員会委員長)、飯塚国際委

員会副委員長、鈴木浩国際委員（アジア地区交

流担当)、及び専務理事の桜井が出席した。

ＯｓｌｌｕｎｄｌＶＡ会長の講減は期待以上の内容で、

錨
ＩＶＡが78年の歴史

の中で実施してき

た活動の内容と成

果、それを．I'｣能に

した背蚊、現在実

施中の大型企画な

どについて、非常

によくまとまってＹ－ｄ、、。，←ｄ、‐-ノＬ Ｐ｢of,KurtOstlund

いて、講演後の質疑l晦答も含め、翌日の議論に

多いに役立つものであった。

ＩＶＡは創立以来その目的である技術と経済学

に基礎をおいて、社会の利益と産業の発展のた

めにフレキシブルに技術と社会の間の仲介者と

して働いてきたこと、それを可能にしたのは

"IVA”のネームバリューと、そのネームバリュー

の維持向上に貢献した“ＩＶＡ会員”であり、そ

のふたつが最大の資産である、と述べられた。

さらに活動の成果の例として、ＩＶＡの委員会そ

のほかの組織が発展的に移行した恒久組織が２０

もあり、その中には1-1本にも関係の深いJapan‐

SwedenFoundation(日本側：’1瑞基金)、スウェ

ーデン技術アタッシェシステム（日本など主要

国大使館などに科学技術アタッシェを派遣)な

どがあることが紹介された。

次に、現在進行中の主要事業が紹介され、ス

トックホルム万国博及びノーベル賞設立100周

年を記念して、マスメディアを通じてのスウェ

ーデンの革新的発明家や、起業家の紹介などを

含む“InnovationYearl997”と、ベンチャービ

ジネスを促進する“ConnectSweden”のふたつ

が実験的要素も含むユニークな企画として述べ

られた。

講演後の質問にはIVAの運営方法、スカンジ

ナヴイア諸国工学アカデミーとの交流、非政府
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団体であるべき理由など、翌日の討論に直接役

に立てようとするものが多かったが、何れの質

問にも明解な回答がなされ、基調講演に加えて

非常に有益であった。尚、この講演は会員各位

にとっても役に立つものと思われるので、同時

通訳を速記したものを英文予稿と照合して編

集、講演の際追加された部分や質疑応答も含め

たものを和文講演録として、英文予稿と共に印

刷配布する準備を進めている。

翌１３日の会議は、岡村会長の歓迎の辞に続い

て、先ずCAETS管理理事会が戦略検討グルー

プを編成してCAETSのmissionや運営方法につ

いて検討している内容のうち、当日の議論に関

係の深い部分について日本側からその概要の中

間報告があった。(本グループには中国とスウェ

ーデンも参加していたが、これに参加したスタ

ッフは、当日の会議には参加しなかった。また、

この検討の報告書は現在編集中で、1998年６月

にカナダで開催されるCAETS管理理事会で正

式議題の議案害として送付されることになって

いるが、内容は実質的に現行の運営を継続する

ものになるはずである｡）

次いで、中国から順に、各国のアカデミーの

活動の現状について報告があった。中国の工学

アカデミーは①政府と工学界､経済と科学技術、

中国国内の工学界と海外の工学界の橋渡しをす

ること、②政策決定や巨大プロジェクトなどの

重要問題について提言したり相談に応じたりす

ること、③中国の一般市民に科学技術を普及さ

せること、及び④若手技術者の教育訓練の４項

|Iを大きな目的としており、国際交流は①の中

の重要な活動である旨の紹介があった。最後に

質問に答えて、中国は人口も多く国営の研究施

設だけでも6000もあるので各研究所間の開発活

動の連絡調整が非常に大きな問題となっている

ｐ輔、

＝、

咽

次に工学教育が話題とな

り､中国では毎年25万人の

技術者が学士レベルで養成

されているが、その実力が

大問題であり、工学系大学

が４年で十分かどうかの議

論になっていることも紹介

された。韓国では産業界が

推進している産業大学が文部

鯉
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一守亨

との指摘があった。

続いて、韓国から韓国工学アカデミーの現状

に加えて、韓国科学アカデミー（Ｈ本の学士院

と非常によく似ている）と、韓国科学技術アカ

デミーについての簡単な紹介に加え、特に工学

アカデミーと科学技術アカデミーとの違いにつ

いて解説があり、工学アカデミーの方が産業界

出身の会員が多く、経済活動との調整について

力を入れており、官庁や産業界よりの認知度が

向く、今回の大統領選挙に際し工学界の意見を

各候補に伝えるための活動も行っている旨の説

明があった。また、最後に雄近の活動の例とし

て、１０月に主催した国際会議“Perspectivesin

ScienceandTechnologyPolicy”の紹介もあった

(この会議には日本工学アカデミーより基調講

演者を紹介した)。

競後に、日本工学アカデミーの組織、運営活

動について、岡村会長より紹介があり（内容省

略)、会議の前半を終了した。

会議の後半では、幾つかのトピックスについ

て意見の交換があった。先ず、「１本から、アジ

ア地区では日・中・韓３国のほか、インド、モ

ンゴル、香港に工学アカデミーが、マレーシア、

シンガポールには科学アカデミーが、インドネ

シア、フィリピンには科学技術アカデミーがあ

ることが報告され、香港工学アカデミーとは中

国工学アカデミーが対･応することになった。イ

ンドの工学アカデミーは活動は活発であるが、

CAETSへの入会申請がないことが話題になっ

た(本件はその後再調査したが、CAETS本部か

らの問い合わせにも回答ない山であった。モン

ゴルについてはいまだ設立早々であり、今後調

査することになっている)。

次いで、日本の科学技術基本法及び基本計画

が話題となり、日本側よりその概要について説

明した。
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省の規制との関係で難航していることが発表さ

れた。教育問題については、特に工学系学生に

対する市場、経済、環境などの工学以外の科目

の教育の重要性が各国より指摘された。

歴史上例を見ない規模と速度で発展している

アジア諸国では、各国の工学アカデミーは、こ

の地域の持続的発展に寄与するために、特に工

学教育と技術移転について協力して活動するこ

とが重要であることについて、３アカデミーの

鯵 社団法人設立許可

長期間お侍たせ致しましたが、冒頭岡村会長

の年頭挨拶にもありますように、日本工学アカ

デミーは去る１月５日付で、内閣総理大|:{〔より

社団法人として設立することについて許可を受

けました。現在、任意団体としての日本工学ア

カデミーから、社団法人としての運営への転換

の諾手続きを進めております。

社団法人としての設立許可は、1987年の日本

工学アカデミー創立の理念と10年余の活動の実

]ＲｐＥｒ、Ｄｎｎﾊｰﾛﾛﾛｒ，肌ｌ
ＩＲ'０屍k宣狙ⅡロＶｍＲロロ、ジロヘ’

事務局からのお知らせ

出版物のお知らせ

下記出版物が事務局に届いております。閲覧

御希望の方は、事務局までお申し出下さい。

"ABettel･FuturefbrthePlanetEarth-Lecturesby

theWinnersoftheBlucPlanetPrize(282pp.)”

byThcAsahiGlassFoundation

意見が一致した。当面スカンジナヴィア諸国の

例にならい、日・Ｉ|’・韓３国工学アカデミーが

年１回の頻度で、今側の如き非公式な意見交換

の場を持つこととし、1998年秋には中国がホス

トとして次の会議をアレンジすることになっ

た。

尚、この会議の要旨議事録(表紙とも１１ペー

ジ英文)がございますので、コピー御希望の方

は事務局まで御請求下さい。

桜井宏／

画画埠薗薗画画き

〃/ＲＯＳﾉＹＩＳＡＫＵＲＡノ

紙を継続するものとして申請したものでありま

すので、社団法人となっても主要な活動はその

まま継続するばかりでなく、さらに公益団体に

ふさわしい事業を発展させていくことになりま

す。会員各位との関係についても特段の変更は

ございませんが、昨年４月の設立総会で承認さ

れました新定款等詳細につきましては、次号で

御紹介申し上げます。

"ＭａｘｉｍｉｚｉｎｇＵ.Ｓ，ＩｎｌｅｒｅｓｔｓｉｎＳｃｉｃｎｃｃａｎｄ

ＴｃｃｈｎｏｌｏｇyRelationswilhJapan(l40pp.)”

byNationalResearchCouncil

"TcchnologicalEntl･epreneurshipandEnginecring

i、Canada(234pp.)”

"ＬｉｆｅｌｏｎｇＬｅａｒｎｉｎｇｆｏｒＰｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌＥｎｇｉｎｅｅｒｓ

（ppl5.)'’

共にTheCanadianAcademyofEngineerin９
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富永博夫会員

(社)全国石油協会技術顧問

東京大学名誉教授

1997年１２月１４Ｈ逝去享年66歳

井深大会員

ソニー㈱ファウンダー最高相談役

1997年12月1911逝去享年89歳

福井謙一会貝

基礎化学研究所所長

京都大学鵜替教授

1998年ｌｊｊ９日逝去享年79歳

西灘吉彦会員(現理事）

(財)'１本バイオインダストリー協会顧問

元住友化学工業M縛務

1998年ｌ川0日逝去享年70歳

談んで棚l冥福をお祈り申し上げます。
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